






































































































日本語で接していただいた。張 玲教授，鄭 澤善教授（中京大学大学院出身），張 麗
霞副教授，金 岩副教授のみなさんである。
３　天津の風景
　ここで天津市も紹介しておきたい。天津市の人口は，前述したようにおよそ850
万人（実際には1000万人を超えるという）の港湾都市である。天津市は「天津甘栗」
の産地のように思われているが，実は栗の輸出港であることから，日本では「天津
甘栗」として売られるようになって，知れわたった都市である。
　今回は南開大学との交流協定締結のための短期日程のため，観光のための時間を
ゆっくりと取ることはできなかったのであるが，それでも日程の合間をぬって市内
を案内していただいた。車中から天津タワ （ー415ｍ）を見て，古文化街をのぞき
歩いた。古文化街は，文房具や骨董品そして泥人形などの土産物店が古い街並みに
集まっている天津の観光名所のひとつである。ここでも相変わらず人は多い。
　午後からの会議を前に，市中を散策したあとの昼食時は，いわゆる豪華料理など
のない，しかし中国国内でも有名とされる「狗不里」でご馳走になった。
　また，翌日には，周恩来夫妻の記念館である「周恩来鄧頴超紀念館」に案内され，
張 玲教授
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とくに周恩来と南開大学の関係のほか，日本との関
係についてまで詳しく知ることができた。
　天津での最後の夜は，最近になって完成した遊覧
船周遊となった。天津港に注ぎ出る河口を堰き止め
てできた河湖を上り下りして，河の両岸に復元され
たイタリア街，イギリス街，フランス街の夜景を遊
覧するというものである。それぞれがみな高層建築
で色さまざまな建物がライトアップされていて，中
国の建築技術の粋を見せつけられたような気のする
時間であった。かつては，古いものを案内するのが
常であったが，今となっては隔世の感がある。
　南開大学法学院との交流を機会に天津を訪れるのもわるくない。
４　南開大学とのこれから
　今回も短期日程（2013年６月29日〜７月３日）となったが，南開大学を訪れたのは
坂本法学部長，小川浩三教授，鈴木秀光教授，南出誠教務部次長，そして私の５名
である。
　今回の訪中も通訳なしの出発であったが，前年の経験が役立ち無事に，出迎えて
くれた劉 濤さん（南開大学専任講師）と会うことができた。相変わらずの人出の中
を今回はマイクロバスまで進み，途中の渋滞がある
ということで，急ぎ南開大学に向けて突っ走った。
ほんとうに突っ走ったという感が強かった。直線距
離にして150km 足らずということではあるが，渋
滞を避けて多少遠回りをしながらの走行になったこ
とと，それでも渋滞を避けきれなかったこともあっ
て，かなりの時間を要し，大学に到着した時は夕食
時はとうに過ぎていた。それでも，到着を待ってい
てくれた先生方の歓迎を受け，用意された歓迎の夕
食をいただきながらこれからの予定を含めて談笑し，
坂本法学部長と筆者
左 海聡法学院長
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忙しい日程がスタートしたのである。
　私たちは，このたびの交流協定締結の調印に向けて，ほぼ一年間をかけて議論さ
れ国際的な学術研究のテーマとして練りあげた「法の循環」についての共同研究推
進を提案するため，各自のテーマを簡単に紹介する準備をして出かけた。このこと
は，南開大学にあらかじめ打診してあったので，夏季休暇中にもかかわらず全面的
な協力をいただき，教員，大学院生，学生の前で講義する機会を与えられた。（こ
の時の記念講義記録については，専修大学法学研究所所報48号に掲載されているのでご
参照いただきたい。）
　学生たちは，夏季休暇中にもかかわらず，2013年から初めて試みることにしたと
いう夏季ゼミナール講習（自由参加とのことであるが，ほとんどの学生が受講するとの
ことである）に参加するため，大学の寄宿舎に残っていた。たくさんの学生が私た
ちの講義に参加したわけではないが，それでもきわめて真面目な態度で参加してく
れた。
　南開大学法学院では，韓国の研究機関との共同研究が始まったばかりということ
で，私たちの「法の循環」についての研究構想は非常に有意義で，すぐにも連動し
て日中韓の共同研究に発展できると積極的な感触であった。ぜひとも早期に実現さ
せたいものである。
　予定された日程が終わって，南開大学主催のレセプションが開催された。
記念講義の受講風景
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　天津だけでなく，中国では，お客を歓迎する接待には伝統的なものがあり，必ず
といっていいほど夕食時には盛大な歓迎会が催されたものである。しかし，最近は
これまでのような「接待」は影をひそめつつあるようで，今回の滞在中も昔ながら
の方式ではなく，ごく普通の夕食会であった。そのようなことからか，中身よりも
有名な店での開催ということになっている。
　最後の夕食会は，中国特有の白酒での乾杯を交わしながら今後の交流の推進を誓
い合う非常に心地よい雰囲気のものであった。
　滞在期間の進行というものは本当に早く，予定した日程を消化できた安堵の翌朝
は帰国に向けてのスタートとなり，楊さん，劉さんの見送りを受けて，無事帰国の
途についた。
　専修大学と南開大学との間で学術交流協定が締結されたことで，積極的な交流を
通じての新たな研究開発をすべく，ますます充実したものとなっていくことを期待
するばかりである。私自身も専修大学の一員として，また南開大学客員教授として
もその任を果たすつもりである。
（文中の写真の一部は，南出教務部次長の協力による。）
